
上
村
良
佑
会
長（
左
）、宮
原
陸
さ
ん（
右
） 

▲
 

自
治
会
運
動
会
の「
パ
ン
食
い
競
争
」 

▲
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始 

▲
 

子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
天
神
堂 

▲
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,615人（△34） 

　男　　24,590人（　△6） 

　女　　28,025人（△28） 

世帯数　22,373　（　　9） 
7月1日現在 （　）は前月比 

おいしいお米になあれ ! 
　日新小学校の田植え行事。児童は苗

の株分けに戸惑いながらも裾や袖を捲

くり上げ、一本ずつ丁寧に植えていき

ました。 

（6/22　日新小学校田植え　 
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か
ら
の
天
神
集
落
と
開
発
さ
れ

た
八
久
保
団
地
、
ひ
ま
わ
り
台

団
地
か
ら
成
り
立
つ
天
神
馬
場
自
治

会
。
以
前
と
比
べ
る
と
世
帯
、
人
口

は
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
最
近

で
は
、
ニ
ュ
ー
八
久
保
団
地
も
で
き
、

現
在
も
人
口
は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
八
月
一
日
、
地
域
内
を
通
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
開
始
。
一

日
五
往
復
す
る
こ
の
バ
ス
は
地
域
住

民
の
重
要
な
交
通
手
段
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。 

治
会
副
会
長
。
こ
の
地
域
は
世

帯
、
人
口
と
も
に
多
く
、
自
治

会
長
だ
け
で
は
十
分
な
把
握
が
難
し

い
た
め
、
八
久
保
団
地
の
南
北
、
ひ

ま
わ
り
台
、
天
神
集
落
に
一
人
ず
つ

計
四
人
に
副
会
長
を
務
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。 

織
は
、
体
育
部
、
育
成
部
、
子

ど
も
会
、
友
遊
会
（
高
齢
者
ク

ラ
ブ
）
の
四
つ
。
中
で
も
高
齢
者
ク

ラ
ブ
友
遊
会
の
活
動
が
活
発
で
す
。

健
康
づ
く
り
教
室
や
年
四
回
の
誕
生

会
、
花
壇
づ
く
り
な
ど
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
週
三
回
の

練
習
を
す
る
ほ
ど
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
が
盛
ん
で
、
年
間
を
通
し
て
各
種

大
会
に
参
加
。
友
遊
会
会
長
杯
は
毎

年
、
県
内
の
様
々
な
場
所
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。 

年
五
月
に
開
催
す
る
自
治
会
運

動
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
場

の
伊
集
院
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、

昨
年
伊
集
院
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

場
所
を
変
更
し
て
開
催
。
昨
年
か
ら

は
新
種
目
、
パ
ン
食
い
競
争
と
綱
引

き
を
加
え
、
住
民
も
老
若
男
女
問
わ

ず
参
加
し
、
例
年
以
上
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

月
は
天
神
堂
六
月
灯
。
学
問
の

神
様
「
菅
原
道
真
公
」
を
ご
祭

神
と
す
る
天
神
様
を
お
参
り
し
て
、

学
問
向
上
や
家
内
安
泰
を
祈
願
す
る

伝
統
行
事
。
子
ど
も
会
で
作
成
し
た

灯
ろ
う
の
展
示
や
中
学
生
に
よ
る
露

店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
に

ぎ
わ
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
前
日
か
ら

の
清
掃
や
準
備
も
子
ど
も
会
や
友
遊

会
を
中
心
に
地
域
住
民
が
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

年
度
か
ら
就
任
し
た
上
村
自
治

会
長
。「
ま
と
ま
り
あ
る
地
域

で
す
。
行
事
へ
の
協
力
な
ど
、
積
極

的
な
住
民
参
加
が
あ
る
の
も
こ
れ
ま

で
の
先
輩
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
伝
統
を
継
承
し
、
住

民
か
ら〝
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
〞

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」 

 昔 自 

毎 

今 

七 

組 

　
伊
集
院
地
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
位

置
し
、
伊
集
院
地
区
公
民
館
を
形

成
す
る
自
治
会
の
ひ
と
つ
天
神
馬
場
。

伊
集
院
小
学
校
や
伊
集
院
中
学
校

が
近
い
た
め
、
地
域
に
住
む
子
ど

も
た
ち
も
多
く
、
七
月
一
日
現
在

で
三
百
五
十
四
世
帯
、
千
二
十
二

人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
地
域
で
通
学
児
童
の
安

全
を
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
、

今
年
七
月
か
ら
第
二
・
四
日
曜
日

に
公
民
館
を
開
放
し
て
、
住
民
交

流
を
目
的
と
し
た
物
品
販
売
の
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

〝
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
〞と
思
わ
れ
る
地
域
に 

天
神
馬
場
自
治
会（
伊
集
院
地
域
） 

て
ん
じ
ん
ば
　
ば 

天神馬場自治会 
（伊集院地域） 



　
市
で
は
、「
健
康
増
進
計
画
」（
元

気
な
市
民
づ
く
り
運
動
）
を
策
定
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
昨
年
十
月
、
市
健
康
実
態
調

査
を
実
施
。
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い

る
二
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
方
四
千

百
四
十
六
人
を
対
象
に
調
査
票
を
配

布
し
、
三
千
六
百
九
人
の
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
い
た
中
で
、
運
動
が
健

康
に
と
っ
て
ど
の
く
ら
い
重
要
か
の

質
問
「
健
康
に
対
す
る
運
動
の
重
要

性
」（
表
①
）
で
は
、「
と
て
も
重
要

で
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
が
三
〇
・

五
％
、「
重
要
で
あ
る
」
と
回
答
し

た
人
が
五
四
・
一
％
と
、
八
割
以
上

の
方
が
重
要
だ
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に

必
要
な
も
の
の
質
問
「
運
動
の
継
続

に
必
要
な
も
の
」（
表
②
）
で
は
、「
運

動
で
き
る
施
設
」（
三
九
・
六
％
）、「
安

全
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」（
二
八
・

七
％
）に
次
い
で
、「
運
動
教
室
」（
一
九
・

八
％
）、「
仲
間
・
グ
ル
ー
プ
」（
一
八
・

三
％
）、「
運
動
の
指
導
者
」（
一
五
・

六
％
）
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
皆
さ
ん
が
考
え
る

健
康
に
と
っ
て
、
運
動
は
大
変
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
た
め
に
は
施
設
や
環
境
の
整
備

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

   

　
誰
も
が
楽
し
く
運
動
で
き
る
環
境

を
求
め
る
気
運
が
高
ま
る
中
、
今
年

四
月
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
チ
ェ
ス

ト
伊
集
院
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
総
合
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で
あ
る

歩
く
こ
と
や
走
る
こ
と
を
中
心
と
し

た
足
腰
の
鍛
錬
と
有
酸
素
運
動
を
取

り
入
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
講
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
や
い
き
が
い
づ

く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
一
般
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
年
会
費

（
表
③
）
と
各
教
室
の
受
講
料
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
伊
集
院
町
陸
上

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
地
域
内
の
競
技

部
の
指
導
者
、
市
の
体
育
指
導
員
、

ま
た
、
各
種
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資

格
を
持
っ
た
指
導
者
が
楽
し
く
わ
か

り
や
す
く
指
導
し
て
い
ま
す
。 

   

■
病
気
や
ケ
ガ
を
し
に
く
い
身
体
を

つ
く
る 

　
陸
上
を
基
本
と
し
た
教
室
で
、
足

腰
を
鍛
え
、
有
酸
素
運
動
を
行
う
こ

と
で
病
気
や
ケ
ガ
に
負
け
な
い
身
体

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
運
動
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う 

　
開
講
さ
れ
た
教
室
で
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
参
加
者
同
士
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

で
世
代
間
交
流
を
図
り
、
楽
し
み
な

が
ら
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
種
目
を
選
ん
で
楽
し
む 

　
ク
ラ
ブ
で
は
様
々
な
種
目
の
教
室

が
開
講
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
自
分

の
興
味
や
目
的
に
応
じ
て
、
や
っ
て

み
た
い
種
目
を
い
く
つ
で
も
選
ん
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
新
た
な
種
目
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
く 

　
参
加
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
種
目
内

容
を
考
え
た
り
、
各
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
定
期
的
、
継
続
的
な
運
動
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
身
体
的
な
効
果

だ
け
で
な
く
、
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
せ
る
精
神
的
な
効
果
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く

身
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い
現
代
、

定
年
を
む
か
え
た
人
や
子
ど
も
を
持

つ
親
、
高
齢
者
な
ど
の
多
く
の
人
々

に
、
運
動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
設
立
し
た
「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」。

平
成
十
七
年
か
ら
設
立
準
備
委
員
会
・

運
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
協
議
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
「
参
加
者

が
集
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
教
室
に
は

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
。
私
が
指
導

者
を
務
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教

室
で
も
、
参
加
者
全
員
が
わ
い
わ
い

楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
伊
集
院
地
域
だ
け
で
な

く
市
全
体
に
活
動
を
拡
げ
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
運
動
は
大
変
重
要
で
す
。
し

か
し
、
現
代
社
会
で
は
学
校
を
卒
業
し

た
り
、
企
業
を
退
職
し
た
り
す
る
と
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
が
激
減
す
る

傾
向
が
あ
り
、
ま
た
、
学
校
や
企
業
以

外
の
地
域
や
職
場
を
中
心
と
し
た
競
技

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
も
、
性
別
、

年
齢
、
活
動
種
目
が
限
定
さ
れ
て
い
る

な
ど
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
と
は
言
い

が
た
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家

が
身
近
な
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
や

目
的
に
応
じ
て
参
加
で
き
る
環
境
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

特集  
特集  

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　『
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
』〜 

（注）１　会費には、保険料（高校生以上1,500円、中学生以下500円）および受講料は含み 
　　　　　ません。 
　　　２　10月～２月に加入する場合は、上記金額から１人あたり1,000円割引いたします。 

年会費および登録料 会員の区分 

高校生以下、65歳以上および障害者 

一般（上記以外の個人） 

１人あたり3,000円 

１人あたり5,000円 

上記金額から 
１人あたり1,000円割引 

※ファミリー会員 
（世帯を同じくしている人であれば、人数 
　は問いません） 

年会費（表③） 

個人 

一
人
で
も
多
く
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い 

「チェスト伊集院」 

鶴園　秋男 会長 

　
こ
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
を
始
め
て
約

三
ヵ
月
。
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
会
員
の

皆
さ
ん
の
相
談
役
な
ど
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
私
の
一
番
の
役
割
は
「
運
動
が
私

た
ち
の
身
体
に
と
っ
て
い
か
に
大
切

か
」
と
い
う
事
を
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
事
に
あ
り

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
「
皆
と

集
い
、
身
体
を
動
か
し
て
、
今
日
も

こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。

指
導
者
の
方
も
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
同
然
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
あ
た
り
、

困
難
な
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

周
り
の
皆
さ
ん
の
励
ま
し
や
支
援
の

お
か
げ
で
現
在
活
動
で
き
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
「
い
つ
ま
で
も
元
気
に

動
け
る
身
体
」
を
つ
く
る
た
め
に
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

・
「
入
会
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
年
会
費
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
料
、
受
講
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
入
会
申
込
は
年
間
を
通
し
て
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

・
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
『
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
集
院
総
合
体
育
館
内
事
務
局 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
７
３
―
１
０
３
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２
７
３
―
１
０
４
０ 

運
動
を
通
し
て
、健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
支
援 

「チェスト伊集院」 
クラブマネージャー 

船倉　祥子さん 

お
問
い
合
わ
せ
先 

申
　
込
　
方
　
法 

健康に対する運動の重要性（表①） 運動の継続に必要なもの（表②） 

とても重要 
である 
30.5％ 

あまり重要 
ではない 
11.8％ 

重要ではない 
1.7％ 

不明 
1.9％ 

重要である 
54.1％ 

50 

40 

30 

20 

10 

0

運
動
で
き
る 

施
設 

安
全
な
ウ
ォ
ー 

キ
ン
グ
コ
ー
ス 

運
動
の
教
室 

仲
間
・ 

グ
ル
ー
プ 

運
動
の
指
導
者 

そ
の
他 

39.6
28.7

19.8 18.3 15.6

3.2

ウォーキング 
ジョギング 

教　室 

interview
インタビュー 

interview
インタビュー 



伊集院武道館 

毎週月曜日 
10：00～11：30 

月額500円 

場　所 MEMO

日　時 

受講料 

ストレッチやダンスを取り
入れた運動をします。高
齢者の方でも気軽に参
加できます。 

ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
体
操
教
室

体
操
教
室 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
教
室 

卓
球
教
室

卓
球
教
室 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
教
室 

ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
体
操
教
室 

上原 久美子さん 
（伊集院町下谷口） 

　４月に転入してきました。教
室に参加するようになってから
知り合った人たちと和気あいあ
いと楽しく活動しています。い
つも笑いの絶えないこの教室
で楽しくわかりやすく身体の動
かし方を教わり、家でもストレッ
チなどをするようになりました。
運動をすると身体が軽く気分
もスッキリ。私の健康づくりに役
立っています。 

伊集院武道館 

毎週木曜日 
10：00～11：00 

月額500円 

場　所 MEMO

音楽に合わせて楽しく
身体を動かすことができ
ます。 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
教
室 

陸
上
教
室

陸
上
教
室 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
教
室 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室 

福永　味母さん 
（伊集院町下谷口） 

　以前からエアロビクスに興味
がありながら、身近に教室があ
りませんでした。この教室では
興味を持った人が集まるので、
今まで知らなかった人とも知り
合え、子どもから大人まで皆で
楽しく身体を動かすことができ
ます。また、インストラクター資格
を持った指導者に教えてもらえ
ることがいいですね。 

伊集院総合運動公園 

毎週水曜日 
10：00～11：30 

月額500円 

場　所 MEMO

自然を満喫しながらジョ
ギングウォーキング。正
しいフォームや運動法も
学べます。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室 

柿内 タエ子さん 
（伊集院町下谷口） 

　今まで独学でジョギングなど
の運動をしてきましたが、３月の
体験教室参加がきっかけでこ
の教室に参加するようになりま
した。この教室では体力づくり
や仲間づくりができ、何より指
導者に正しい運動法を教えて
もらえることがいいです。走るこ
とが大好きなので、これからも
運動を継続していけるようにし
ていきたいです。 

伊集院総合体育館 

毎週木曜日 
19：30～21：30 

月額500円 

場　所 MEMO

初心者の方でも基礎か
ら楽しく学べます。 

卓
球
教
室 

原口　徹也さん 
（伊集院町大田） 

　卓球の経験があり、社会人
クラブにも所属していましたが、
友人の誘いでこの教室に参加
するようになりました。体力づく
りや気分転換にと始めた教室
には今まで知らなかった人達
が集まりますが、皆で一緒に楽
しく汗を流すことですぐに仲良
くなりました。交流で自分の視
野が広がることもこの教室のい
い点です。 

MEMO

走ることを基本とした足
腰の鍛錬や有酸素運
動ができます。 

陸
上
教
室 

浦牛原 眞一さん 
　　　 悦子さん 
（伊集院町妙円寺） 

　伊集院町陸上スポーツ少年
団の保護者という繋がりもあり
受講するようになりました。今ま
では一人でウォーキングなどを
していましたが、教室に参加す
るようになってから皆で一緒に
運動する楽しさに気付くことが
できました。「同じ運動するなら
楽しく」をモットーに夫婦で参加。
これからも楽しく運動できたら
いいですね。 

伊集院総合運動公園 
（テニスコート） 

毎週土曜日または日曜日 
13：00～16：00 

月額500円 

場　所 MEMO

伊集院総合運動公園 
（陸上競技場） 

毎週土曜日 
15：00～17：00 

月額500円 

場　所 

日　時 

受講料 

さわやかな汗を流し、心
も身体もリフレッシュ。 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室 

山下　昌治さん 
（伊集院町徳重） 

　76歳。少しでも身体を動かし
て健康づくりに役立てようとい
う思いから教室に参加。スポー
ツは苦手な方でソフトテニスも
初心者でしたが、指導者や会
員からわかりやすく教えてもらい、
楽しく活動しています。高齢だ
からといって家にこもらず、外に
出て身体を動かすことは、健
康にとってとても大切なことだ
と思います。 

伊集院総合運動公園 
（陸上競技場・ 
  グラウンドゴルフ場） 
第２・４木曜日 
15：00～17：00 
月額100円 

場　所 MEMO

初心者の方でも基礎か
ら楽しく学べます。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室 

原口　景子さん 
（伊集院町妙円寺） 

木下　錦子さん 
（伊集院町猪鹿倉） 

写真右 

写真左 

　健康づくりが目的で
教室に参加するように
なり、今では教室の仲
間と楽しく活動してい
ます。皆で和気あいあ
いと楽しくスポーツでき
るところがいいですね。
これからはグランドゴル
フだけでなく、いろんな
種目の教室にもチャレ
ンジしてみたいです。 

　健康でいきいきとした生活を送るためには、日常生活の中

で運動を定期的、継続的に行うことが必要です。 

　現在、「チェスト伊集院」では８種目の教室を開講していま

す。今回は７月に開講したばかりのバドミントン教室を除く７

教室を紹介します。 

　また、これからの夏休み期間（７・８月）には水泳教室・バス

ケットボール教室・創作ダンス教室も開催され、創作ダンス

教室では老人ホームなどの施設慰問等を考えています。こ

の他にもテーピング講習会・栄養講習会などいろいろなイベ

ント等も予定しています。 

それぞれの 
興味や目的に合わせ 
地域でスポーツを楽しむ 
現在開講しているスポーツ教室 

特集  

日　時 

受講料 

日　時 

受講料 

日　時 

受講料 

日　時 

受講料 

日　時 

受講料 
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す
べ
て
の
人
々
が
、
そ
の
人
権
を

尊
重
さ
れ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
社
会
で
あ
り
、
男
女
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意

思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び

文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社

会
で
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
は
、

男
女
平
等
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
社
会
経
済
活

動
の
成
熟
化
等
の
社
会
経
済
情
勢
の

急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
い
く
上
で
、

緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
や
地
方
公
共

団
体
、
国
民
が
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
関
す
る
取
り
組
み
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

国
で
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」（
平
成
十
一
年
六
月
施
行
）
が
、

県
で
は
「
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
」（
平
成
十
四
年
一
月
施
行
）

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
市
で
は
、
市
民
の
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
意
識
や
現
状
を
把
握
し
、「
日

置
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
策

定
に
活
用
す
る
な
ど
、
今
後
の
本
市

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
を
検

討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

昨
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
住
民
基

本
台
帳
に
よ
り
無
作
為
に
抽
出
し
た

市
内
の
二
十
歳
以
上
の
男
女
二
千
人

を
対
象
に
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
か
ら
そ
の
結
果
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る 

   

　
市
民
意
識
調
査
を
実
施 

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は 

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」。 

　
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
政
府
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
国
民
一

人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。 

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

シ
リ
ー
ズ
① 

　それぞれの分野について男女の地位はどの程度平等になっていると思うか聞いたところ、「どちらかといえば男
性の方が優遇されている」の割合が、「学校教育の場で」と「法律や制度上で」を除いて、すべて「平等」を上回
るなど、広い分野で不平等感がみられます。特に、「政治の場で」「慣習・しきたりなどで」「社会全体で」の割合
が高く不平等感が強くなっています。 

◆全体、男女とも「女性・男性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習、しきたりを改めること」が最も
高い割合となっています。また、全国においても一番高くなっています。 

◆男女別でみると、女性では「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図
ること」（17.9％）、「女性の就業、社会参画を支援する施設やサービスを充実させること」（18.8％）の割合が高
くなっています。 
　また、「政府や企業などの重要な役職に、一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること」を比べると、
男性（9％）のほうが女性（4.7％）より高くなっています。 

男女の地位について 

今後、社会のあらゆる分野で、男女が不平等を感じないようにするために最も重要なこと 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

（1）家庭生活で 

（2）職場で 

（3）学校教育の場で 

（4）地域活動の場で 

（5）政治の場で 

（6）法律や制度上で 

（7）慣習・しきたりなどで 

（8）社会全体で 

女性・男性を取り巻く様々な偏見、固定的な 
社会通念、慣習、しきたりを改めること 

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を 
習得するなど、積極的に力の向上を図ること 

女性の就業、社会参画を支援する施設や 
サービスを充実させること 

わからない 

法律や制度の上で見直しを行い、 
女性差別につながるものを改めること 

政府や企業などの重要な役職に、一定の割合で 
女性を登用する制度を採用・充実すること 

その他 

無回答 

女性の方が非常に優遇されている 

平等になっている 

男性の方が非常に優遇されている 

無回答 

全体（ 975人） 

男性（ 366人） 

女性（ 549人） 

全国（3,502人） 

どちらかといえば女性の方が優遇されている 

どちらかといえば男性の方が優遇されている 

わからない 

（データラベルは％） 

※　資料：全国「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成16年11月） 

30.3
36.6
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28.6

15.6
12.6

17.9
22.9

15.2
10.7

18.8
14.6

13.2
12.6
13.8

8.5

9.4
10.1
8.7

13.2

6.7
9.0

4.7
10.7

2.3
3.0

1.6
1.5

7.4
5.5
7.7

29.5 35.7 8.0 7.7 9.7

19.5 34.8 9.1 14.8 16.6

7.61.7

0.7

0.33.4

0.7

1.8

1.1

0.72.6

1.0 3.5

1.7

0.74.5

38.6 12.3 2.32.3 25.5 17.60.33.4

28.5 32.2 6.4 12.0 14.90.7 5.3

32.7 17.6 12.9 15.21.8 19.7

30.8 21.8 7.7 18.7 14.91.1 5.0

11.8 41.0 18.3 11.6 14.10.72.6

19.6 44.7 8.4 10.4 12.41.0 3.5

（データラベルは％） 



　
宮
内
鎌
手
踊
り
保
存
会
（
鳥
越
満

寿
夫
会
長
）
の
お
田
植
踊
り
が
六
月

十
七
日
、
大
汝
牟
遅
神
社
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。 

　
お
田
植
踊
り
は
五
穀
豊
穣
を
願
う

も
の
で
、
二
年
に
一
度
奉
納
。 

　
鎌
や
な
ぎ
な
た
を
持
っ
た
踊
り
子

二
十
人
が
、
唄
と
地
突
き
の
竹
に
合

わ
せ
て
威
勢
よ
く
掛
け
合
い
踊
り
ま

す
。
小
学
生
の
踊
り
子
は
慣
れ
な
い

わ
ら
じ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
中
高

生
に
負
け
ま
い
と
り
り
し
く
舞
い
、

境
内
を
う
め
た
観
衆
か
ら
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
下
与
倉
刀
踊
り
も
奉
納
。

女
性
三
人
を
含
む
八
人
の
踊
り
子
が
、

笠
の
シ
ベ
を
振
り
乱
し
な
が
ら
勇
壮

に
踊
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
。
そ
の

雨
も
奉
納
時
間
に
は
止
み
「
今
年
も

よ
か
米
が
で
く
っ
ど
」
と
声
が
か
か

り
ま
し
た
。 

り
り
し
く
勇
壮
に
豊
作
祈
願 

「かごしまよかとこ」 
　　　　　にも選定 

お
田
植
踊
り
奉
納 

正円池ホテイアオイ 

　
新
か
ご
し
ま
百
景
に
選
ば
れ
て
い

る
正
円
池
の
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
が
、
今

年
も
水
面
を
埋
め
、
県
内
外
か
ら
訪

れ
た
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
梅
雨
空
に
映
え
る
薄
紫
色
の
花
が

咲
き
誇
り
、
池
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

さ
せ
ま
す
。
浮
き
草
の
た
め
、
風
に

流
さ
れ
、
水
面
は
刻
々
と
風
景
を
変

え
て
い
き
ま
す
。 

　
正
円
池
は
今
年
、
県
が
選
定
す
る

「
か
ご
し
ま
よ
か
と
こ
一
〇
〇
選
」

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
は
、
九
月
に
も
そ

の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。 

　
六
月
下
旬
、
上
市
来
郵
便
局
（
東
市
来
）
前
の
県
道

か
ら
車
で
数
分
入
る
と
、
あ
じ
さ
い
が
沿
道
約
五
百
メ

ー
ト
ル
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、「
手
作
り
工
房
ふ
み
」
を
営
む
久
保
文
男

さ
ん
が
五
年
前
か
ら
植
栽
し
て
い
る
も
の
で
種
類
も
十

七
種
以
上
。
久
保
さ
ん
は
、
六
月
生
ま
れ
で
あ
じ
さ
い

好
き
の
奥
さ
ん
を
喜
ば
せ
た
い
と
始
め
、「
さ
ら
に
植

栽
を
進
め
、
人
々
の
憩
う
あ
じ
さ
い
園
に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
や
さ
し
さ
を
栄
養
に
育
っ
た
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ

い
は
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

や
さ
し
さ
色
の
あ
じ
さ
い 

養
母
地
区
市
道
で
満
開 

　
六
月
上
旬
、
養
母
地
区
田
代
（
東
市
来
）
の
東
福
亨
（
と
お
る
）
さ
ん

宅
前
に
て
、
数
種
類
の
「
は
な
し
ょ
う
ぶ
」
が
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
サ
ト
イ
モ
科
の
「
は
な
し
ょ
う
ぶ
」
は
、
花
び
ら
の
基
の
と
こ
ろ
が
黄

色
で
、
開
花
期
は
五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
て
。
区
別
の
難
し
い
「
あ

や
め
」
は
網
目
状
で
、
五
月
上
中
旬
に
咲
く
。 

　
東
福
さ
ん
ら
が
、「
草
が
生
え
荒
ら
す
よ
り
は
」
と
六
年
ほ
ど
前
か
ら
花

を
植
え
始
め
、
少
し
ず
つ
増
や
し
て
き
た
場
所
を
「
重
平
瑞
泉
郷
」
と
名

付
け
て
い
ま
す
。 

　
庭
木
に
名
札
を
下
げ
た
り
、
自
宅
裏
山
に
果
樹
を
増
や
し
た
り
、
散
策

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

は
な
し
ょ
う
ぶ
満
開 

重
平
瑞
泉
郷 

し
げ
ひ
ら
ず
い
せ
ん
き
ょ
う 

老人保健の 
「限度額適用・標準負担額減額認定証」について 

低所得者の入院にかかる自己負担限度額及び食事の減額の適用を受けるためには、 
「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受ける必要があります。 

【減額認定証の対象者】 

●自己負担限度額と食事標準負担額 

●療養病床に入院するときの、食費・居住費について 

※　限額認定証の必要な方は、8月1日から申請できます。 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

■申請に必要なもの 

世帯主および世帯全員が住民税非課税の人　　　　　　　　　　　　　　　　　 

世帯主および世帯全員が住民税非課税で、かつ各種収入等から必要経費・控除（年金の所得は
控除額を80万円として計算）を差し引いた所得が０円となる世帯に属する人。 

　・健康保険証 
　・医療受給者証 
　・印鑑（認め印で可） 
※　低所得Ⅱに該当する方で、平成18年8月以降に91日以上の入院をしているときは、領収書もお持ちください。 

生活療養費として食費と居住費（高熱水費）を負担していただくことになります。 

老人医療の対象になる人は、昭和７年９月30日以前
に生まれた人と、65歳以上で一定以上の障害のある
人です。（白色の老人医療受給者証をお持ちの方） 

44,400円 

12,000円 

 

8,000円 

44,400円 

 
24,600円 

15,000円 

80,100円＋１％※注１ 
（44,400円）　　※注２ 

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 食事代（１食あたり） 

260円 

260円 

 

 

100円 

過去12カ月 
の入院日数 

90日までの入院 

90日を越える入院 

210円 

160円 

現役並み所得者 

一 般  

低 所 得 Ⅱ  
 

低 所 得 Ⅰ 

区　　分 

現役並み所得者 

一 般  

低 所 得 Ⅱ  

低 所 得 Ⅰ ②  

低 所 得 Ⅰ ①  

※注１　医療費が267,000円を超えたときは、超えた分の１％を加算 
※注２　４回目以降の限度額  

※入院時生活療養費（Ⅰ）及び（Ⅱ）については医療機関に確認してください。 
　低所得Ⅰ①の区分は、老齢福祉年金受給者、低所得Ⅰ②の区分は、それ以外の低所得Ⅰの方 

標準負担額差額支給 

やむをえず、減額認定
証の提示ができず、通
常の費用を支払ったと
きは、申請に基づき差
額を支給します。 

お問い合わせ先 本　　　庁　健康保険課　国保老人保健係　　　TEL  273－2111（内線1132） 
東市来支所　保健福祉課　国保老人保健係　　　TEL  274－2111（内線2133） 
日 吉 支 所　保健福祉課　国保老人保健係　　　TEL  292－2111（内線3133） 
吹 上 支 所　保健福祉課　国保老人保健係　　　TEL  296－2111（内線4133） 

生活療養費（食費＋居住費１日320円） 

１食210円 

１食130円 

１食100円（居住費０円） 

入院時生活療養費（Ⅰ） 
１食460円 

入院時生活療養費（Ⅱ） 
１食420円 

… 

… 

し
ょ
う
え
ん
の
い
け 

情報をお寄せください 観光・イベント 



応
急
担
架
の
作
り
方
を
学
ぶ 

▼
 

ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
方
を
学
ぶ 

▼
 

ふ
じ
ん
が
き
ば
っ
て
あ
か
る
く
げ
ん
き 

　
六
月
三
日
、
平
成
十
八
年
六
月
か

ら
平
成
十
九
年
六
月
ま
で
に
入
団
し

た
新
入
団
員
を
対
象
に
、
平
成
十
九

年
度
市
消
防
団
新
入
団
員
研
修
が
市

消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
新
入
団
員
十
二
人
が
参
加
。

市
消
防
本
部
迫
田
次
長
か
ら
消
防
団

の
心
得
や
消
防
団
員
の
階
級
な
ど
の

講
習
を
受
け
た
新
団
員
は
、
引
き
続

き
行
わ
れ
た
実
技
で
消
防
訓
練
礼
式

の
基
本
動
作
や
応
急
担
架
の
作
り
方
、

ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
方
を
学
習
。
ホ

ー
ス
を
使
用
し
た
放
水
で
は
勢
い
よ

く
出
る
水
の
水
圧
を
体
感
し
ま
し
た
。 

　
研
修
を
終
え
た
新
入
団
員
。
市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
員
と

し
て
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

　「
女
性
の
心
を
一
つ
に
集
め
、
笑

顔
の
中
で
仲
良
く
健
康
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
吹
上
地
域
婦
人
ふ
れ
あ
い

運
動
会
が
六
月
三
十
日
、
吹
上
浜
公

園
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催

は
、
吹
上
地
域
各
種
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
（
有
馬
澄
子
会
長
）
な
ど
。 

　
運
動
会
は
「
日
ご
ろ
培
っ
た
ウ
ー

マ
ン
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
ま
す
」
と
い

う
力
強
い
宣
誓
で
開
会
。
輪
に
ボ
ー

ル
を
投
げ
入
れ
る
「
女
性
の
輪
」
や
、

ボ
ー
ル
を
背
中
の
箱
で
受
け
止
め
る

「
子
守
は
上
手
」
な
ど
、
百
五
十
人

の
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
競
い
ま

し
た
。 

　
古
新
聞
を
利
用
し
た
恒
例
の
「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
で
は
、
短
時

間
で
ハ
ニ
カ
ミ
王
子
や
東
国
原
知
事

な
ど
、
時
勢
を
反
映
し
た
高
度
な
作

品
が
完
成
。
審
査
員
を
悩
ま
せ
ま
し

た
。 

　「
婦
人
が
気
張
っ
て
明
る
く
元
気
」。

吹
上
に
か
け
た
来
賓
の
あ
い
さ
つ
ど

お
り
、
女
性
の
力
み
な
ぎ
る
一
日
で

し
た
。 

　
六
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、
神
村
学
園

（
い
ち
き
串
木
野
市
）
看
護
学
科
二
年
生
の
生
徒
十
五
人
が

東
市
来
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
老
年
看
護
学
実
習
の
一
環
で
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
参
加
し
、
体
験
を
学
習
に
生
か
そ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
。
生
徒
は
堀
内
、
上
市
来
、
美
山
地
区
の
活
動
に
分
か
れ

て
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
室
内
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
調
理
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
で
、
ぎ
こ
ち
な
い
会
話
も
、
次
第

に
笑
顔
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、「
気
持
ち
的
に
は
私
た
ち

よ
り
も
元
気
に
見
え
た
」「
高
齢
者
や
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ

い
て
理
解
で
き
た
」
と
生
徒
は
充
実
し
た
実
習
を
振
り
返
り

ま
し
た
。 

　
五
月
八
日
〜
十
九
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
内
多
目
的
広

場
で
職
域
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
内
の
学
校
や
地
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
職
場
か
ら
十

三
チ
ー
ム
が
出
場
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
多
目
的
広
場
で

は
、
珍
プ
レ
ー
や
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
な
ど
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
参
加
者
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
職
場
内
外
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
度
優
勝
は
伊
集
院
高
校
。
今
年
で
三
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。 

　
伊
集
院
地
域
の
精
密
機
械

部
品
工
業
「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ヒ
ロ
」（
中
村
洋
史
社
長
）
と

北
九
州
市
の
食
品
卸
売
業
「
エ

ー
ビ
ー
フ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
」（
清

水
学
社
長
）
が
清
藤
工
業
団

地
（
伊
集
院
）
に
工
場
を
新

設
す
る
立
地
協
定
を
締
結
し
、

六
月
十
五
日
、
市
役
所
で
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
鹿
児
島
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式
が
五
月
十
九

日
、
吹
上
中
央
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
開
始
式
に
は
県
内
各
地
の
保
護
団
体
代
表
な
ど
、
六
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。「
パ
ト
ロ
ー
ル
は
自
然
環
境
保
護
の
大
切
な
取
り
組

み
だ
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
県
環
境
保
護
課
長
が

激
励
。
各
代
表
が
委
嘱
状
代
わ
り
の
「
監
視
員
腕
章
」
を
か
め
ま

る
君
か
ら
手
渡
さ
れ
、
早
速
、
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
出
発
し
ま
し
た
。 

　
県
に
先
駆
け
て
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
た
旧
吹
上
町
。

そ
れ
を
模
範
に
制
定
さ
れ
た
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
も
今
年
で
二

十
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
梅
雨
期
を
前
に
河
川
の
決
壊
な
ど

を
想
定
し
た
水
防
訓
練
が
六
月
三
日
、

下
与
倉
の
朝
追
橋
近
く
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
訓
練
に
は
吹
上
方
面
団
員
の
ほ
と

ん
ど
が
参
加
。
折
り
返
し
や
木
流
し
、

月
の
輪
な
ど
、
豪
雨
に
よ
る
河
川
の

は
ん
ら
ん
に
対
応
す
る
工
法
を
、
日

置
市
消
防
本
部
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
訓
練
し
ま
し
た
。 

　
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
地
域
住
民
二

十
人
が
訓
練
を
見
守
り
、「
心
強
い
ね
」

「
私
た
ち
も
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
な

い
と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 



▲稚魚をバケツリレーで船内へ 

　
六
月
十
九
日
、
江
口
漁
港
沖
（
東

市
来
）
に
て
、
伊
作
田
小
五
・
六
年

生
三
十
一
人
、
飯
牟
礼
小
五
・
六
年

生
二
十
四
人
が
三
万
七
千
三
百
匹
の

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
東
市
来
地
域
外
の
小
学
生
が
参
加

す
る
の
は
今
回
初
め
て
。
児
童
は
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
バ
ケ

ツ
に
入
っ
た
稚
魚
を
リ
レ
ー
で
船
に

運
び
ま
す
。
出
港
す
る
と
岸
壁
で
釣

り
人
に
手
を
振
る
な
ど
大
は
し
ゃ
ぎ

し
て
い
ま
し
た
。 

　
稚
魚
を
放
流
し
た
後
、
児
童
ら
は

学
習
会
に
参
加
。
江
口
漁
村
セ
ン
タ

ー
で
の
魚
の
取
り
方
や
き
れ
い
な
海

を
守
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

　
田
植
え
シ
ー
ズ
ン
。

　
田
植
え
シ
ー
ズ
ン
。
昔
は
近
所
の
人

昔
は
近
所
の
人

や
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
っ
て
、

や
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
っ
て
、
皆
で
腰

皆
で
腰

を
曲
げ
て
手
植
え
で
苗
を
植
え
る
大
変

を
曲
げ
て
手
植
え
で
苗
を
植
え
る
大
変

な
作
業
で
し
た
。

な
作
業
で
し
た
。 

　
機
械
で
の
田
植
え
が
主
流
と
な
っ
た

　
機
械
で
の
田
植
え
が
主
流
と
な
っ
た

現
代
。

現
代
。
自
然
に
親
し
み
、

自
然
に
親
し
み
、
農
業
の
大
変

農
業
の
大
変

さ
を
学
ぼ
う
と
、

さ
を
学
ぼ
う
と
、
市
内
各
地
で
田
植
え

市
内
各
地
で
田
植
え

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
田
植
え
シ
ー
ズ
ン
。
昔
は
近
所
の
人

や
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
っ
て
、
皆
で
腰

を
曲
げ
て
手
植
え
で
苗
を
植
え
る
大
変

な
作
業
で
し
た
。 

　
機
械
で
の
田
植
え
が
主
流
と
な
っ
た

現
代
。
自
然
に
親
し
み
、
農
業
の
大
変

さ
を
学
ぼ
う
と
、
市
内
各
地
で
田
植
え

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
第
二
回
き
ら
め
く
農
村
・
漁
村
祭

が
五
月
二
十
七
日
、
入
来
浜
（
吹
上
）

駐
車
場
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
農
村
・
漁
村
と
都
市
の
交
流
を
通

し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

吹
上
地
域
の
農
業
委
員
ら
で
組
織
す

る
き
ら
め
く
農
村
の
会
（
内
村
文
弘

会
長
）
が
主
催
。
今
年
は
漁
港
も
あ

る
吹
上
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
衣
福
作
家
博
多
和
宏
さ
ん
の
パ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
大
衆
演
芸
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
漁
船

の
乗
船
や
地
引
網
な
ど
、
地
域
な
ら

で
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
季
節
の
海
産
物
や
農
産
物

も
軒
を
連
ね
、
来
場
者
が
お
目
当
て

の
産
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。 

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流
に
大
は
し
ゃ
ぎ 

　
六
月
二
十
二
日
、
伊
作
田
地
区
（
東

市
来
）
の
田
ん
ぼ
で
ふ
る
さ
と
学
園

（
河
野
史
代
理
事
長
）
の
利
用
者
に

よ
る
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
同
学
園
の
利
用
者
が
自

然
に
親
し
む
こ
と
で
い
い
刺
激
を
受

け
、
食
育
を
学
ぶ
い
い
機
会
と
な
る

よ
う
平
成
十
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い

る
行
事
。 

　
当
日
は
、
施
設
利
用
者
約
六
十
人

と
湯
之
元
保
育
所
の
園
児
二
十
六
人
、

市
国
際
交
流
員
の
金
信
愛
さ
ん
が
参

加
。
参
加
者
は
日
ご
ろ
あ
ま
り
入
る

こ
と
の
な
い
田
ん
ぼ
に
足
を
取
ら
れ

な
が
ら
も
、
楽
し
そ
う
に
手
植
え
で

苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。 

　
今
回
植
え
ら
れ
た
も
ち
米
は
、
同

学
園
で
毎
年
十
二
月
上
旬
に
行
わ
れ

る
餅
つ
き
大
会
で
使
用
。
管
理
や
収

穫
作
業
も
利
用
者
が
参
加
し
て
行
う

予
定
で
す
。 

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、楽
し
く
手
植
え 

地
域
の
特
色
を
ふ
ん
だ
ん
に 

き
ら
め
く
農
村
・
漁
村
祭 

ふ
る
さ
と
学
園
田
植
え
体
験 

　
六
月
二
十
四
日
、
尾
木
場
（
東
市

来
）
の
棚
田
で
田
植
え
体
験
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
地
元
が
実
施
し
て
い
る
、

箱
苗
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
一
年
を
通

じ
て
米
作
り
が
体
験
で
き
る
「
尾
木

場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験
」
の
一

環
で
、
日
置
市
内
外
か
ら
十
組
の
家

族
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
地
元
住
民
か
ら
昔
な
が
ら
の
手
植

え
を
習
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
な
い
作

業
で
悪
戦
苦
闘
。 

　
鹿
児
島
市
か
ら
参
加
し
た
小
学
二

年
生
の
郷
田
亘
（
わ
た
る
）
君
は
「
泥

で
足
の
自
由
が
利
き
に
く
か
っ
た
。

自
分
で
育
て
た
米
を
食
べ
る
の
が
楽

し
み
」
と
農
業
の
大
変
さ
を
実
感
し

つ
つ
も
満
足
気
で
し
た
。 

　
棚
田
に
は
、
泥
ん
こ
姿
に
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ
ぐ
声
と
そ
れ

を
見
守
る
大
人
た
ち
の
笑
顔
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
草
取
り
、
生
物
調
査
、
稲

刈
り
や
収
穫
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

親
子
で
体
験
　
農
家
の
苦
労
を
実
感 

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験 

　
伊
作
、
花
田
、
永
吉
小
（
吹
上
）

の
児
童
ら
が
地
域
の
協
力
で
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
伊
作
小
は
五
、
六
年
生
が
六
月
二

十
一
日
、
今
田
の
お
よ
そ
十
二
㌃
の

田
に
挑
戦
。
慣
れ
な
い
泥
に
悲
鳴
を

上
げ
な
が
ら
、
今
田
水
田
保
全
協
議

会
員
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
植
え
付

け
ま
し
た
。
百
人
が
横
一
列
に
な
っ

て
い
っ
せ
い
に
植
え
る
様
子
は
壮
観

で
し
た
。
同
協
議
会
は
、
非
農
業
者

と
農
業
者
の
交
流
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
だ
も
の
で
す
。 

　
花
田
小
と
永
吉
小
は
六
月
二
十
六

日
、
山
神
の
郷
公
園
近
く
の
田
で
体

験
。
永
吉
の
一
〜
四
年
生
三
十
四
人

と
花
田
の
全
校
児
童
三
十
一
人
が
、

永
吉
ふ
れ
あ
い
会
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
苗
を
差
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
経
験
者
が
多
く
「
昨
年
よ

り
ま
っ
す
ぐ
植
わ
っ
た
」
と
同
会
会

員
。 

　
終
了
後
、
手
作
り
の
田
植
え
ダ
ゴ

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

地
域
の
協
力
で
田
植
え
を
体
験 

伊
作
・
花
田
・
永
吉
小
田
植
え
体
験 

　
六
月
二
十
二
日
、
日
新
小
学
校
の
田

植
え
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
児
童
た
ち
は
、
裾
や
袖
を
捲
り
上
げ
、

先
生
の
合
図
で
一
本
ず
つ
丁
寧
に
植
え

て
い
き
ま
す
。 

　
低
学
年
が
苗
の
株
分
け
に
戸
惑
っ
て

い
る
と
、
高
学
年
が
す
ぐ
に
教
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
児
童
は
、
農
家
の
ご
好

意
で
機
械
植
え
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
秋
に
は
、
自
分
た
ち
で
植
え
た
お
米

が
田
ん
ぼ
い
っ
ぱ
い
に
実
る
こ
と
で
し

ょ
う
。 

お
い
し
い
お
米
に
な
あ
れ
！ 

日
新
小
田
植
え
体
験 

▼心をひとつにして植え付けます 

伊作小 花田・永吉小 

江口漁港 

情報をお寄せください 産業・経済 



　
日
ご
ろ
、
複
式
学
級
で
学
ん
で
い
る
和
田
、
花
田
両
小
学
校
児
童
が

一
緒
に
学
び
あ
う
「
集
合
学
習
」
が
六
月
二
十
日
、
和
田
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
集
合
学
習
は
、
小
規
模
校
の
児
童
が
多
人
数
の
学
習
体
験
を
通
し
て
、

多
様
な
考
え
方
に
触
れ
、
学
習
へ
の
興
味
や
意
欲
を
高
め
る
こ
と
な
ど

が
ね
ら
い
。 

　
こ
の
日
、
児
童
数
二
十
七
人
の
和
田
小
に
、
三
十
三
人
の
花
田
小
児

童
が
合
流
。
出
会
い
の
式
で
、
お
互
い
の
先
生
を
覚
え
た
り
、
ゲ
ー
ム

形
式
で
自
己
紹
介
し
た
り
し
ま
し
た
。 

　
二
時
間
目
か
ら
は
、
教
室
で
学
年
別
に
授
業
。
か
ね
て
総
合
学
習
な

ど
に
使
わ
れ
る
教
室
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
花
田
小
の
九
人
が
加
わ
り
十
一
人
に
な
っ
た
一
年
で
は
、
和
田
小
の

二
人
が
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
大
き
な
声
で
発
表
し
、
に
ぎ
や
か
な
笑

顔
が
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。 

　
五
月
十
七
日
、
第
一
回
日
吉
地
域

婦
人
会
連
絡
協
議
会
が
日
吉
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
は
、
女
性
の
知
恵
と
勇
気

と
や
る
気
で
継
続
的
な
学
習
を
進
め
、

人
と
の
つ
な
が
り
や
共
生
の
心
を
大

切
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
地
域
内
の
女
性
四
十
人
が

参
加
。
協
議
会
の
後
、
研
修
会
が
行

わ
れ
、
興
倉
恵
子
先
生
を
講
師
に
ク

ラ
フ
ト
（
か
ご
作
り
）
を
し
ま
し
た
。 

　「
か
ご
」
は
模
様
に
反
射
材
を
取

り
入
れ
た
実
用
的
な
も
の
。
参
加
者

は
黙
々
と
ク
ラ
フ
ト
に
取
り
組
み
「
手

先
を
使
い
熱
中
し
ま
す
」
と
、
自
分

だ
け
の
「
か
ご
」
に
満
足
し
て
い
た

よ
う
で
す
。 

女
性
の
知
恵
・
勇
気
・
や
る
気
で
地
域
に
貢
献 

今
日
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
二
倍 

私たちの住んでいる 
　　　　　まちを知ろう!

和
田
・
花
田
集
合
学
習 

　
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
、
吹
上
町
永
吉
の
旧
黒
木
回
春
堂
医
院
が

登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
六
月
十
五
日
、
国
の
文
化
審
議
会
が
答
申
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
鹿
児
島
県
内
か
ら
建
造
物
三
件
が
登
録
さ
れ
ま
す
。 

　
旧
黒
木
回
春
堂
医
院
は
昭
和
三
年
、
英
国
人
医
師
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ

リ
ス
に
師
事
し
た
黒
木
千
代
寿
さ
ん
が
建
設
、
息
子
俊
治
さ
ん
が
後
を
継

ぎ
、
昭
和
五
十
三
年
ま
で
診
療
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
建
物
は
、
半
切
妻
と
い
わ
れ
る
上
半
分
が
寄
棟
状
の
屋
根
や
、
部
材
に
洋

風
の
意
匠
を
施
し
た
軒
下
の
持
送
り
な
ど
、
白
色
の
外
観
と
調
和
し
た
造
り

が
特
徴
で
す
。 

　
時
代
を
超
え
て
息
づ
く
地
域
文
化
、
次
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
も
の
で

す
。 洋

風
元
医
院
が
登
録
有
形
文
化
財
に 

旧
黒
木
回
春
堂
医
院 

第
一
回
日
吉
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
・
研
修
会 
　
六
月
一
日
、
Ｊ
Ｒ
湯
之
元
駅
（
東

市
来
）
に
て
、
八
千
代
会
（
新
川
俊

郎
会
長
）
会
員
二
十
五
人
が
七
時
半

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
美
化
活
動
を
行

い
ま
し
た
。 

　
毎
月
一
日
に
行
う
こ
の
活
動
は
、

二
十
年
近
く
続
い
て
お
り
、
清
掃
、

草
取
り
、
植
木
の
剪
定
、
プ
ラ
ン
タ

ー
へ
の
花
植
え
等
行
い
、
市
民
の
足

と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
駅
を
華
や
か
に

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
ふ
る
さ
と
学

園
（
湯
田
）
の
園
生
三
名
、
指
導
員

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

駅
美
化
活
動
に
感
謝
！ 

　
五
月
二
十
九
日
、
日
吉
地
域
内
小

中
学
校
を
対
象
に
し
た
鹿
児
島
交
響

楽
団
の
演
奏
会
が
日
吉
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
芸
術
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
喚
起
し
芸
術
鑑
賞
能
力
の
向

上
と
豊
か
な
情
操
を
養
う
た
め
、
鹿

児
島
県
文
化
振
興
財
団
と
市
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る
事
業
。 

　
当
日
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
楽
器
に
よ

る
独
奏
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
日
本
の

伝
統
楽
器
に
よ
る
演
奏
に
児
童
、
生

徒
た
ち
は
聞
き
入
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。 

芸
術
に
触
れ
、豊
か
な
感
性
を
養
う 

　
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
吹
上
浜
に

上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
、
自

然
環
境
保
護
の
心
を
育
て
よ
う
と
六

月
二
十
九
日
、「
か
め
さ
ん
祭
り
」

が
伊
作
小
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
小
で
は
祭
り
に
向
け
て
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
生
態
や
吹
上
浜
の
様
子
な
ど
、

学
年
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
四
年
生
は
調
べ
た
成
果
を
元
に
ウ

ミ
ガ
メ
ク
イ
ズ
を
作
成
。「
潜
水
時

間
は
ど
の
く
ら
い
」「
な
ぜ
、
砂
浜

に
卵
を
産
む
か
」
な
ど
の
三
択
問
題

に
、
全
校
児
童
が
挑
み
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
学
級
ご
と
に
本
町
通
り

を
パ
レ
ー
ド
。
亀
に
な
り
き
っ
て
自

ら
の
顔
に
彩
色
を
施
し
た
り
、
亀
の

お
面
を
つ
け
た
り
。「
ゴ
ミ
を
捨
て

な
い
よ
う
に
」「
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
ろ
う
」

と
書
い
た
大
き
な
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど

で
、
沿
道
に
保
護
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。 

亀
に
な
り
き
っ
て
パ
レ
ー
ド 

伊
作
小
か
め
さ
ん
祭
り 

　
六
月
二
十
二
日
、
妙
円
寺
小
学
校

の
児
童
約
八
十
人
が
飯
牟
礼
Ｆ
Ａ
工

場
（
伊
集
院
）
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
同
校
の
社
会
科
見
学
学
習

の
ひ
と
つ
で
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
ま
ち
を
知
ろ
う
と
行
わ
れ
て
い

る
も
の
。 

　
当
日
は
鹿
児
島
地
域
振
興
局
と
Ｊ

Ａ
さ
つ
ま
日
置
の
担
当
者
が
工
場
内

を
案
内
。
班
ご
と
に
分
か
れ
た
児
童

は
お
茶
が
で
き
る
ま
で
の
各
工
程
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
機
械
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。 

　
見
学
後
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
児
童

が
「
出
荷
先
は
？
」
と
質
問
。「
鹿

児
島
県
の
お
茶
な
の
で
全
国
に
出
荷

し
て
い
ま
す
」
と
の
回
答
に
児
童
は

う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。 

妙円寺小 
社会科見学 

青少年 
芸術鑑賞 
事業 

八千代会 

人
数
が
二
倍
に
な
っ
た
教
室
に
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た 

▼ 

情報をお寄せください 教育・文化 



　食中毒の患者数は生活環境の向上とは関係なく、実は過去45年間ほとんど変化していません。というのも多くの
食中毒の原因は「細菌」だからです。細菌は、私たちが毎日口にする食品に容易に紛れ込むことができる上、短時間
の間に何万倍にも増殖したり、他へ移ったりすることができます。 
　１年中発生している食中毒ですが、特に夏場は「細菌」による食中毒の発生が高いという現状です。 
　しかし、日ごろから（食中毒）予防３原則を徹底し、食中毒予防に努めましょう !

①豚肉・水で戻した椎茸・きくらげは
千切り、豆腐は水気を切って幅５～
６mmの短冊切り、筍・人参は粗く
千切り、ねぎは粗くみじん切りにする。 
②鍋にごま油を熱し、豚肉、筍、人参、
椎茸、きくらげを入れて、さっと炒
めだしを加える。 

③煮立ったら灰汁を取り、醤油、酒で
調味し、豆腐を加えて一煮立ちさせる。 

 
 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

浜
田
　
葵
　
　
　
一
喜
　
　
郡
下 

森
川
　
大
翔
　
　
博
史
　
　
妙
円
寺
２
区 

小
林
　
眞
大
　
　
豊
和
　
　
徳
重
東 

樗
木
　
秀
哉
　
　
進
　
　
　
平
古 

松
田
　
翔
　
　
　
智
宏
　
　
郡
上 

野
呂
　
笑
里
　
　
淳
一
　
　
恋
之
原 

谷
山
　
莉
杏
　
　
純
也
　
　
徳
重
東 

鵜
狩
　
良
仁
　
　
良
次
　
　
猪
鹿
倉 

宮
下
　
瑠
衣
　
　
敏
信
　
　
上
土
橋 

堀
　
さ
つ
き
　
　
智
憲
　
　
麓
東 

齊
藤
　
莉
菜
　
　
俊
晃
　
　
徳
重
東 

久
保
田
　
樹
　
　
修
　
　
　
妙
円
寺
６
区 

西
　
　
美
咲
　
　
良
平
　
　
中
福
良 

　
村
　
大
翔
　
　
弘
幸
　
　
郡
下 

岩
重
　
凛
音
　
　
祐
一
　
　
中
福
良 

林
　
　
蓮
斗
　
　
拓
郎
　
　
荒
瀬 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

松
尾
　
章
太
　
　
正
章
　
　
駅
前 

園
田
　
海
星
　
　
秀
司
　
　
赤
崎 
 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

加
藤
ほ
の
か
　
　
浩
晃
　
　
熊
野 

中
野
　
海
澄
　
　
守
雄
　
　
日
新 

大
久
保
澄
香
　
　
潤
治
　
　
草
原 

松
尾
　
優
志
　
　
仁
志
　
　
日
置
麓 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

坊
野
　
優
來
　
　
祐
治
　
　
西
本
町 

池
江
　
梨
樹
　
　
大
樹
　
　
下
与
倉 

赤
坂
　
美
胡
　
　
仁
志
　
　
上
中
之
里 

中
馬
　
沙
智
　
　
輝
　
　
　
南
宮
内 

     

６
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

 

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

　
留
ハ
ル
ヱ
　
　
90
　
　
向
江
町 

東
　
フ
ヂ
ヱ
　
　
95
　
　
大
田
中 

四
元
　
カ
ヨ
　
　
92
　
　
郡
下 

前
之
園
佐
一
　
　
78
　
　
下
神
殿
４
区 

田
代
キ
ミ
子
　
　
71
　
　
郡
上 

西
　
　
藤
盛
　
　
80
　
　
野
田 

豊
田
　
慶
次
　
　
89
　
　
寺
脇 

藤
田
　
　
咲
　
　
91
　
　
徳
重
東 

善
福
フ
ミ
子
　
　
69
　
　
飯
牟
礼
上 

東
條
　
俊
隆
　
　
75
　
　
妙
円
寺
２
区 

和
田
　
春
子
　
　
66
　
　
下
土
橋 

尾
堂
　
孝
照
　
　
69
　
　
上
土
橋 

福
山
　
啓
子
　
　
55
　
　
大
田
下 

安
樂
　
正
己
　
　
83
　
　
下
方
限 

出
樋
ツ
ヤ
子
　
　
78
　
　
出
樋 

土
師
　
滿
子
　
　
86
　
　
立
野 

嶽
釜
　
　
護
　
　
61
　
　
妙
円
寺
５
区 

坂
下
　
英
孝
　
　
57
　
　
中
央
通 

中
友
　
隆
司
　
　
27
　
　
妙
円
寺
２
区 

川
畑
タ
ヱ
子
　
　
74
　
　
下
方
限 

門
松
　
京
子
　
　
79
　
　
朝
日
ヶ
丘 

金
富
ト
シ
ヱ
　
　
85
　
　
中
川 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

吉
田
佐
二
郎
　
　
77
　
　
川
北 

山
口
　
正
則
　
　
85
　
　
秋
光
園 

湯
田
平
春
美
　
　
60
　
　
向
湯
田 

長
　
ヒ
サ
エ
　
　
90
　
　
古
市 

武
田
　
富
惠
　
　
86
　
　
永
山 

有
村
　
義
治
　
　
83
　
　
元
養
母 

内
田
　
正
元
　
　
77
　
　
中
央 

福
添
　
清
　
　
　
87
　
　
元
湯 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

竹
下
千
代
子
　
　
76
　
　
日
置
麓 

　
中
　
嗣
男
　
　
85
　
　
南
区 

宮
内
キ
ク
ヱ
　
　
78
　
　
諏
訪 

内
村
　
清
熊
　
　
93
　
　
中
区 

仮
屋
　
貞
義
　
　
81
　
　
中
区 

仮
屋
　
　
江
　
　
80
　
　
中
区 

井
上
ス
ミ
子
　
　
80
　
　
北
区 

遠
矢
　
ヱ
ダ
　
　
85
　
　
草
原 

税
所
　
　
篤
　
　
86
　
　
中
区 

潟
山
　
義
雄
　
　
94
　
　
二
潟 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

東
　
　
照
二
　
　
81
　
　
小
野 

福
留
　
フ
ミ
　
　
93
　
　
中
田
尻 

久
　
惠
美
子
　
　
76
　
　
永
吉
ふ
も
と 

山
元
　
フ
ミ
　
　
85
　
　
南
湯
之
元 

秋
葉
キ
ク
エ
　
　
93
　
　
野
首 

松
原
　
真
人
　
　
50
　
　
下
与
倉 

田
原
　
雄
太
　
　
20
　
　
今
田 

あ
お
い
 

だ
い
　
と
 

ま
な
と
 

し
ゅ
う
や
 

か
け
る
 

え
み
り
 

　り
　
あ
ん
 

よ
し
　と
 

　る
　
い
 

 ま
り
　な
 

　
　
い
つ
き
 

　み
さ
き
 

や
ま
と
 

　り
　
の
 

れ
ん
と
 

   し
ょ
う
た
 

か
い
せ
い
 

    か
い
と
 

す
み
か
 

ゆ
う
　
し
 

   　ゆ
　
ら
 

り
　
き
 

み
　
こ
 

さ
　
ち
 

【作り方】 

【材料1人分】 
豚もも肉（赤身） 
豆腐 
筍 
人参 
干し椎茸 
きくらげ 
ねぎ 
ごま油 
醤油 
酒 
片栗粉 
酢 
こしょう 
だし 

………10g 
……………………50g 
………………………10g 
……………………10g 
…………………3g 
………………0.3g 

……………………10g 
……………………3g 
……………………8cc 
………………………3cc 
……………………3g 

………………………5cc 
………………少々 

…………………150cc

豆腐と野菜のくず汁 

　訂
正
と
お
詫
び
　
広
報
ひ
お
き
六
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。（
敬
称
略
） 

Ｐ
７
「
自
治
会
長
の
紹
介
」
の
「
伊
集
院
地
域
自
治
会
長
（
行
政
嘱
託
員
）」 

　
・
妙
円
寺
二
区
　
　
誤
　
田
中
　
輝
男
　
↓
　
正
　
田
中
　
輝
雄 

P 
17
「
戸
籍
の
窓
」
お
め
で
た 

　
・「
東
市
来
地
域
」
出
生
児
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
　
水
澤
　
遙
音
　
↓
　
正
　
水
澤
　
遥
音 

　
・「
吹
上
地
域
」
出
生
児 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
　
越
智
　
稟
人
　
↓
　
正
　
越
智
　
稟
斗 

　
・「
吹
上
地
域
」
出
生
児
保
護
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
　
丸
山
　
元
久
　
↓
　
正
　
丸
山
　
元
勝 

原因細菌発生状況（H18） 

②〈迅速〉 

〈細菌による食中毒〉 

①〈清潔〉 

食中毒予防の3原則 

③〈温度管理〉 

料理が出来てから食べるまで、30分以内の喫食が理想 ! 
→調理後に適切な管理を行えば、２時間以内 !

＊弁当・惣菜については、きちんと衛生
　管理を行って４時間以内が理想 !

10℃ 

冷却 温蔵・加熱 ←　　細菌の増殖が可能　　→ 

60℃ 37℃ 

１ 2 3 4 5 6
月 
7 8 9 １0 １1 １2

0
50
１00
１503000

2000
1000
0

事
件
数 

患
者
数 

患者数 
事件数 

〈ウイルスによる食中毒〉 

１ 2 3 4 5 6
月 
7 8 9 １0 １1 １2

200 
160 
120 
80 
40 
0

15000

10000

カンピロバクター 
23％ 

サルモネラ 
21％ 

5000

0

事
件
数 

患
者
数 

患者数 
事件数 

患者数 
9,666件 

腸炎ビブリオ 
13％ 

ブドウ球菌 
13％ 

ウェルシュ菌 
16％ 

その他 
14％ 

食中毒は、一年中発
生していますが、夏は
特に細菌による食中
毒に気をつけましょう。 

食生活改善推進員さん
の定例会で、保健所から
講師を招き食中毒予防
等について学びました 

・調理前 
・トイレの後 
・原材料を触った後 
・手荒れや傷 

・洗浄不足 
・乾燥不足 

・肉、魚、野菜に付着する 
　微生物 

・手洗いの徹底 
・使い捨て手袋 
 
 

・洗浄、消毒、乾燥の徹底 
 

・保管場所の区別 
・カバーして保管 

汚染原因 汚染の防止方法 汚染源 

手　　指 

調理器具 

原 材 料 

①細菌をつけない ②細菌を増やさない 

③細菌をやっつける 

　
平
成
十
八
年
度
中
に
、
次
の
個
人
、

団
体
か
ら
多
額
の
金
品
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
こ
の
貴
重
な
財
産
等
は
、
市
の
行

政
施
策
推
進
の
た
め
に
図
書
の
購
入

や
青
少
年
の
育
成
、
環
境
整
備
な
ど

に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
寄
付
金
】（
順
不
同
） 

 

　
本
田
勝
彦
　
様
（
東
京
都
） 百

万
円 

 

　
日
置
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様 

二
万
五
千
円 

【
物
　
品
】 

　
コ
ー
ル
日
吉
・
日
吉
中
学
校
　
様 

床
頭
台
一
台 

　
樽
野
　
満
　
様
（
徳
島
県
） 

体
重
計
一
台 

　
㈱
南
栄
マ
テ
リ
ア
ル
　
様 

桜
二
本 

寄
付
・
寄
贈
の
お
知
ら
せ 

青
少
年
育
成
な
ど
に
有
効
活
用 

６
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

シリーズ18



　
吹
上
地
域
商
店
街
え
び
す
通
り
で
㈲
「
花
の
な
か
ま
」
を
営
む
中
間
さ
ん
。
平
成
十
六
年
か

ら
通
り
会
会
長
を
務
め
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年
末

年
始
に
中
原
交
差
点
か
ら
通
り
の
街
路
樹
を
電
飾
で
彩
る
「
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」。

毎
年
、
会
員
が
公
民
館
に
集
ま
り
、
膨
大
な
数
の
電
球
の
点
検
か
ら
中
原
交
差
点
の
メ
イ
ン
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
電
飾
（
翌
年
の
干
支
）
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

の
作
業
で
時
に
は
飲
み
な
が
ら
、「
の
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
場
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
通

り
会
で
は
「
祝
日
の
国
旗
掲
揚
運
動
」
を
実
施
。
こ
の
活
動
で
は
、
会
員
へ
の
通
り
会
活
動
の

周
知
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
何
事
に
も
ま
ず
話
し
合
い
か
ら
。
地
域
活
性
化
に

は
、
会
員
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
」
と
、
地
域
に
住
む
〝
人
〞
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。 

　
平
成
十
七
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
伊
作
え
び
す
家
。
昭
和
三
十
年
代
の
食
堂
を
改
装
し
、

骨
材
に
は
明
治
三
十
二
年
に
建
て
ら
れ
た
伊
作
村
役
場
の
解
体
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
店
内

に
は
休
憩
所
兼
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
団
子
屋
や
喫
茶
店
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
衣
類
や

雑
貨
な
ど
の
手
づ
く
り
品
が
並
ぶ
ボ
ッ
ク
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
、
昔
懐
か
し
い
昭
和
の

雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
館
長
も
務
め
る
中
間
さ
ん
は
、「
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
一
年
九
ヵ
月
、
地
域
住
民
の
協
力
で
経
営
を
続
け
て
い
ま
す
。
厳
し
い
運
営
資
金
で
、
ど
う

し
た
ら
人
が
来
て
く
れ
る
か
、
魅
力
あ
る
地
域
に
で
き
る
か
、
会
員
と
一
緒
に
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
」。
地
域
住
民
と
観
光
客
の
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
も
持
つ〝
ま
ち
の
駅
〞

え
び
す
家
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

シリーズ● 26
いきいき 

中間　重春さん〔54歳〕 
吹上町中原（西本町自治会） 

なか　ま　　　しげ　はる 

　西回り自動車道美山インターの近くにあった薩摩焼
の窯跡で、発掘調査が行われた後に美山陶遊館の近く
に移設されました。先ごろ調査結果が公表され、薩摩
焼の初期の窯であることが明確になり、新聞でも取り
上げられました。 
　薩摩焼は、豊臣秀吉の朝鮮出兵（1592～ 1598）の際
に島津義弘が朝鮮の陶工を連れ帰ったことから始まり
ます。陶工たちは各地に散らばり、陶器作りを始めま
した。堂平窯は1600年代の前半に使われた窯です。堂
平窯は幅約 1.2 ㍍、長さ約 30㍍で、煙突を横にしたよ
うな構造の細長い窯です。これは朝鮮半島で使われて
いた古い形で「朝鮮式単室傾斜登窯」と呼ばれています。 
　窯の近くで発掘された陶器の破片は朝鮮半島のもの
によく似ており、美山の初期の作風が分かる貴重な資
料です。初期の窯跡と陶器がセットで発掘されたのは
珍しく、薩摩焼の変遷を研究するうえで重要な遺跡に
なります。 

〈引用参考文献〉『堂平窯跡発掘調査報告書』　　 
鹿児島県立埋蔵文化財センター 

東
市
来
支
所
か
ら
車
で
１０
分 

（
美
山
陶
遊
館
近
く
） 

Access

堂平窯跡（東市来地域） 

『編み物』 
鎌ヶ迫  スミ子さん（72歳） 日吉町日置 

　毎週月曜日、日新公民館で自主講座「手芸講
座」を開講する鎌ヶ迫さん。以前から編み物を
していた経験と地域の要望で平成 11年から始
まった講座には、現在８人の講座生が参加、鎌
ヶ迫さんはその講師として活躍しています。「編
み物は根気と手先の器用さが必要で、難しいと
ころも多いですが、作品が完成した時の喜びは、
制作に要した時間の分だけ大きくなります。講
座生と会話をしながら楽しい時間を過ごしてい
ます」。講座では、初心者の方でも年間に３作
品以上制作、毎年文化祭にも展示しています。 

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
小
学
二
年
生
の
と
き
か
ら
決
ま
っ

て
い
ま
す
。そ
れ
は
教
師
で
す
。細
か
く
い
う
と
中
学
国
語
専

門
と
小
学
校
の
先
生
で
す
。な
ぜ
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
と
い

う
と
、小
二
の
と
き
の
先
生
が
影
響
し
て
い
ま
す
。そ
の
先
生
は
と
て

も
厳
し
く
て
二
年
生
に
対
す
る
態
度
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。け

れ
ど
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
を
と
て
も
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
と
き
は
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
今
に
な
っ
て
あ
の
と
き
し
か
ら
れ

て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。そ
の
先
生
に
は
と
て
も
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。い
つ
か
改
め
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い

え
る
よ
う
に
今
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
教
師
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。絶
対
に
か
な
え
た
い
夢
で
す
。そ
の
夢
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
、今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
し
て
あ
の
と
き
が
ん
ば
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

今
で
き
る
こ
と
を
が
ん
ば
る
！ 

上
市
来
中
学
校
二
年
　
福
田
　
美
優
さ
ん 

ふ
く
　
だ
　
　
　
み
　
ゆ
う 

ど　びら かま 

●昭和55年から㈲「花のなかま」を経営。平成16
年吹上町「えびす通り会」会長、平成17年「伊
作えびす家」館長を務め、地域振興に貢献して
いる。現在「えびす神社六月灯」の準備中。子ど
もみこしや抽選会が行われるこの祭りは、８月５日、
えびす神社周辺で開催されます。 

市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

畠中　雄也くん（６歳） 
　　　樹人くん（４歳４か月） 

父　栄作さん　母　まゆみさん 
（日吉町吉利） 

　家では走り回ってやんちゃですが、外で
は人見知りでシャイな二人。元気でたくま
しく、かしこく育ってね。 

■おかあさんから 

福丸　凛音ちゃん（８か月） 

父　誠さん　母　律子さん 
（日吉町日置） 

　ニコニコ笑ってくれます。スクスク成長
してください。 
 

■おかあさんから 

ゆう　や 

みき　と りん　ね 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 




